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2012年３月期第１四半期サマリー

◆売上高 509百万円（前年同期比98％）
うち メディアビジネス 395百万円（前年同期比110％）

コンテンツビジネス 114百万円（前年同期比71％）

◆経常利益 34百万円（前年同期比34％）

◆四半期純利益 17百万円（前年同期比32％）

◆業績は期初計画通り推移

◆第２四半期累計計画との進捗率は売上ベースで47%と期初計画通り推移
◆足元のメディアビジネスは前年比110%で推移
◆ストリーミング・データベース関連先行投資による利益率の低下

当社メディアビジネスのユニークユーザー数の傾向値

メディアビジネスに関連する専門検索
サービス、レコメンドサービス及びスト
リーミングサービス等のユニークユー
ザー数は前年同期より増加。
引き続き増加傾向。

100%

123%

10/6 11/6

メディアビジネスに関連するユニークユーザー数の推移傾向
※2010年６月を100%とした場合※
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（66％）（32.9%）（49.7%）（粗利益率）

34

133

167

341

509

2012年３月期

第１四半期

（ ４月－６月）

84％156販管費

131％260売上原価

34％100営業利益

65％257売上総利益

517

2011年３月期

第１四半期

（４月－６月）

売上高 98％

前年同期比

（単位：百万円）

１Ｑ業績ハイライト

売上高：中心となるメディアビジネスは継続して増加、コンテンツビジネスは
スマートフォン向けサービスへの注力による整理等から減少。

コスト：前期後半からスタートしたストリーミングサービスやデータベースの
拡充による運用関連や減価償却費等の計上により原価が増加、
一方、効率的執行につとめ販管費は減少。

メディアビジネスが増加し、コンテンツビジネスが減少。また、将来の成長戦略と
してストリーミングサービスや汎用性の高いデータベースへの投資及びサブスクリ
プションモデル等、ユーザー数の拡大により直接的に収入が拡大するビジネスモ
デルを軸とした取り組みを行っております。
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●ストリーミングへの先行投資
音楽→映像への先行投資
・LISMO Musiclips
・SPACE SHOWER LIVE Channel

●ＭＳＤＢへの先行投資
・更なる外部連携に向けたＡＰＩ提供
・品質精度向上、効率化

11/3期1Ｑ 12/3期1Ｑ

260
341

50%

67%

専門検索サービス

レコメンドサービス

ストリーミング（音楽）サービス

ストリーミング（映像）
サービス

データベース
ＡＰＩ提供
サービス

運用／保守

ライセンス／広告

ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ

マーケティング

アフィリエイト

１Ｑ 売上原価・原価比率

ストリーミングサービス・ＭＳＤＢ（メディアサービスデータベース）の
先行投資による将来の収入モデル

次なる成長への土台作り

開発・運用

開発

（単位：百万円）

81
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今期基本戦略

2012年３月期2011年３月期

音楽
情
報
（
デ
ー
タ
）

映画

書籍 ゲーム

放送

ＶＯＤ

ソーシャル

ニュース

生活・地域情報

今、流れている情報を集約・整理・編集

既にある情報 リアルタイム情報

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

携帯電話 パソコン

スマートフォン

デジタル家電

Ｐａｄ型端末

ゲーム機

車

携帯・パソコン マルチデバイス

アプリケーション・サービスの対象機器の広がり

サ
ー
ビ
ス

専門検索サービス

作品・おすすめサービス

ストリーミングサービス

情報サービス

広告サービス

ソーシャルサービス

コンテンツ 情報
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第１四半期決算に関するＱ＆Ａ

Ｑ１： 前年同期より全社売上高が１．６％減少している理由は

Ａ１： 売上比率約８割の中心ビジネスであるメディアビジネス
は、前年同期比１１０％と引き続き増加している一方でコ
ンテンツビジネスは、計画通り、スマートフォン注力のため
のサービス整理等を行い前年同期比７１％となっているこ
とが要因です。いずれにおいても期初計画通りに進捗し
ております。

今期、ビジネスモデルの転換により取り組んでいる中で、
中心であるメディアビジネスの増加傾向の一方でコンテン
ツビジネスの減少傾向というのは通期を通した計画に織
り込んでおります。
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Ｑ２： 利益率が減少している理由は

Ａ２： 将来の成長戦略の投資として前期後半からスタートした
ストリーミングサービスにかかるシステムの運用及び減価償
却費や提供先拡大を見据え着手している汎用性の高い
データベースシステムの一部が完成し、運用及び減価償却
費等も増加しております。

これらは、中期的に、当社の強みを活かしたサービスによ
るユーザー数の拡大が、直接的に収益の拡大に貢献する
ビジネスモデルへとよりシフトする布石となっております。
利益率に関しましても、期初計画通りとなっております。
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Ｑ３： 成長戦略の投資による将来の効果は

Ａ３： 本投資は、よりユーザー数の拡大に連動したビジネスモデ
ルを収入モデルの軸とする取り組みを行っております。

①音楽や映像ストリーミングサービスの育成
②専門検索サービスやレコメンドサービスにおける既存サー

ビスの拡充や提携先の拡大
③情報（データ）の幅を広げ、ニュース、生活・地域情報等

のサービスの立ち上げ
④ソーシャルサービス連携
⑤モバイル機器以外へのデバイス展開
⑥上記サービスを統合するハブメディア確立

これらを実現するための仕組み（データベース及びスト
リーミングシステム）を先行して開発し、そこにサービスを乗
せていくことにより、売上及び利益並びに利益率が一段と
増加することを目指しております。
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Ｑ４： 第２四半期及び通期計画について

Ａ４： 第１四半期では、第２四半期累計期間の進捗率、売上
高４７％、経常利益４９％と計画どおり推移しております。
現時点において、第２四半期累計期間及び通期の期初
計画から変更はございません。

今期においても上期：下期売上比率は３５：６５という計
画になっております。（前期上期：下期売上比率４０：６０）

これは通信会社の例年の春モデルに合せたサービス開
発が集中することが要因です。今期においても、下期以降
に音楽ストリーミングサービスの拡大、映像ストリーミング
サービスの新規開発及びAPI提供先としてサービスの広が
り等による売上の増加を見込んでおります。



9

※本資料における予想数値は、発表日現在において当社が
入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な
要因により予想数値と異なる場合があります。

お問い合わせ先：
株式会社ソケッツ
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目１番12号
担当：経営企画管理本部
Tel：03-5785-5518  Fax：03-5785-5517
E-mail：ir@sockets.co.jp


